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■
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を
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(表 6 ) 技 術 _ 成と . その設備時期

(は） ⑴本表は我々の書而調森:中から記述叨磷なものを杣丨丨丨して作成した。 
⑵勞働者敷には職貴を命まない。

⑶m 機械には虫としセターレット，フライス，研磨盤,ジクボーラ 
、 ぐを含めた。な知タト_ 機械は何れもこれに会めたp ボール盤にも報pj 

機があるれ明確今ないのでー膨除外レ《9
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後
如
何
に
編
成
替
さ
れ
て
い
吝
で
あ
.ろ
ぅ
か
。
曾
て
.
.の「

エ

場
,«

計
表
1—

と
同
樣
な
統
計
か
な
い
現
在
、
，右
の
-̂

と
對
比
す
べ
き
資
料
.を
，
 

'缺
い
.
で
い
る
た
め
、
こ
れ
を
芷
確
笊
窺
ぅ
こ
と
が
^

來
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
'
 

參
考
ま
で
：に
東
京
勞
働
基
！1-
局
調
渣
の「

勞
働
者
給

與
調
i

nr
M
資
料
か
ら
、我
々

：
の
乎
；で

機
械
エ
：業

關

係

(

の
も
：
の
：
の
み
_

抽

出
'し
ロ|
種

別

忙

分_

し

た

表

を

揭

ボ

ょ

ぅ
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表
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表
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丄
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棘
許
表
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へ
と
は
人
マ
通
つ
パ

^

十
人
以
上
の
エ
場
や
フ
ち
—
^

:そ
の
ぅ
ち
.7
/;〇
人
以
上
の
：エ
揚
は
.：

「

瓦
〇
に
上
リ
、
-と
れ

.«
來
京
地
.方
機
械
エ
歡
巾
並
0
人
以
ト
^

^
 

H

で
あ
るV
と
を
.考
傲
す
れ
ば
、 

そ
の
眼
リ
•で
は
約
ヨ
-:
0.ズ
抽
出
と
■な
り
、
.ま
た
從
滎
m
数
で
は
來
京
地
ガ
機
械
：;1
1
業
全
勞
働
者
数
ー
5
,
|
九
萬
人
^
對
し
調
沲
:1
:
場
從
業
員
數
.は
西•

,

.
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'

,

ニ
與
人
で
.あ
る
か
ら
約
-1
£
*
五
分
'1に
常
5
、
在
つ
テ
シ
ダ
^
ぉ
は
い
ぇ
へ
-
應
^
-
十
七
の
杂
盟
概
舉
が
眢
轄
內
め
も
の
を
ラ
ン
ダ
ム
に
.杣
出
し
た 

.:
,-
-

の

汶

あ

る

か
£>
.、
，
地

域

的

分

布

は

考

煺

さ

れ

：
て

.い

.る
わ
け
で
：あ
？
、;'
.金
く
の
無
佩
約
が
ヲ
ン
#
ム
'調
避
で
ぼ
な
、い
々：

從0

て
V
.職
前
.の
も
の
と
細
H
K

-.
rr
I
る
敝
辨
な
意
^

で
.の
比
較
は
出
來
な
い
.
と
し
て
i

、
戰
後
.の
大
ま
..か
.な
特
徵H

つ
い
て
は
あ
る
程
度
窺
•ぅ
に
&

る
も
：の
と

考
え
ら
れ
る
。
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.
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.
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.

:

洎
の
.東
办
ち
析
出
さ
れ
た
特
徵
は
次
め
如
ぐ
.で
あ
る
0
:(1
)

戰
前
め
.品
撖
_

成
.の
贿
位
が
電
氣
機
器
、
.精
密
機
械
、へ
產
業
機
械
、
車
輛
' 

原
動
機
の
顺
で
あ
つ
P

の
が
產
業
^

^

、
-¥
»-

、
m-
-t
i
機
^

、
精
密
機
械
、
原
動
機
と
變
化
し
だ
こ
•と〈

(2
)

產

業

機

械

の

ロ

羅

：が
列
，ぇ

ぱ

. 

赞

金

輝

用

、

土
.建

、

工

場

設.«
用

、.
震

用
.な

ど

を

新

し

：ぐ

加

％

 

:が
な
り
多
様
化
^

化
'こ
；と
\(

こ
.れ

裏

及
ぴ
.馄
氣
_

械
の
エ
藤
が
贼
後
需
要
.の
急
變
に
應
じ
て
#:
_

靡
業
機
械
に
轉
換
し
た
a

i

も
の
と
推
定
.さ
；れ
る
S

.
3)
他
面
、一
原
爾
機
、：

强
電
機 

；

器
.、
：'工
作
機
械
^

ど

；の

生

産

財

部

門
.の
品
種
ば
縮
少
し
、
.醬
然：

の
：と
^

聋
が
ら
銃
兵
器
は
'全
<;
:
-消
先
じ
.ー
て
い
：る

が

、
：
し

加

し

自

動

車

、
.
：
^
 

.
信
機
灘
、:-
自
轉
単
、
時
評
な
ど
：の
商
品
坐
產
讷
部
：1
:
:
:の
：品

種

は

む

し
5

地
位
を
維
持
或
は
增
大
し
セ
^

'
戰

後

に

：お

比
§

1

種
的
特
徵
の
變
化
を
、
'
前
項
：の
'^

產
形
態
め
：：纂

0,
變
化
と
齡
ガ
.つ
；好
て
覓
れ
ば
^

..軍

需

糧

機

械
J.
SI

が
？
顧
後
の
®

，
に
伴
つ
'で
S

-
方
叙
は
戰
時
中
縮
少
を
餘
儀
&
ス
吝 

ミ
.ン 

:

:

.

.璐
従
£

扣
け
る
ェ
業
勞
馨
愦
の
.へ
硏
究
.
:
. 

. 

, 

. 

-

■

\ 

S

H

.

.

S

. "

ニに場 數 從 業 脉 数 ;
. . . . . . . .  :、、： 1

4 . ' ン . ; .

• . ...へ. . . .

...
n 數 % 爲 数 (

. 總 hi*
. \ 
218

パ . 
100.0 41,967 100.0

蕾 m m 8 8.7 1,505 8.6
(馄氣檝械)

M 谣：鸩 器 9 8.9 、2,280 6.4
顧 信 機 械 17 7.6 2,887 6.7
服 明 ：器 •具 8 8.7 1,440 3.4
そ の 他 18 5.9 1,745 6.0

(舞業機械)
( M 丨丨丨倫m 川 8 3.7 1,680 8.9
ィ 匕 杈 ’ . w 17 7.5 2,685 6.4

丨 造 船 m 10 4.6 1,550 8.7
ェ 場設備 m 8 8.7 2,950 6.8
土 妞 川 - 7' 8 ? 860 、2,0
紡 織 m . 6 2.3 445 1.X
農 .'.-.'業 .'':: 川 13 6.9 1,445 8.4
食料品加ェ瓜 1 0.4 40 0.9

0 W  -

母： 動 : 耽 24 11.1 6,300 12.(5
鐵 逍 來 m 11 5.0 2,450 6.0

V 均: 轉 . 3j£ 13 5.9 1,615 8.8
(鱗 ) . - *

: . . ■) . ...
工 作 m 7 ノ 3.2 990 2.3
光 擧 機 M 7 8.2 1,055 2.5

m 15 6.9 2,280 6.3
時 計 6 2.7 8,675 8.7
.ミ…. シ ；:ン
タイプライター 2 0.9 520 1.2

C 雜） 9 8,9 2,720 6,5

I
nll
i
a
.脅
#

誌
'
谘
四
十
西
卷
笫
十
，一
號

C

r>ゎし

山

水
戰
時
屮
港
=叫
の
か
，な
リ
總
ま
つ
た
蓮
の
形
成
S

じ
て
、
，中
最
生
5

武
と
し
て
の
糾
別
备
方
式
が
5

昆
生
跑
法
观
的
に
發
侦
し
た
こ
と
は 

釔
め
て
よ
‘い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
前
述
-.

©
よ
ぅ
ド
こ
の
极
合
の
决
鹿
方
式
は
ヽ
宋
だ
機
械
體
系
の
商
庇
.化
に
よ
つ
1
技
術
的
忙
^ :
礎

、づ

げ

ら

れ

確

^

せ 

ら
れ
る
と
.こ
る
ま
で
に
^
し
た
も
の
は
極
め
て
少
か
つ
た
こ
と
が
、
こ
，'の
調
豳
に
よ
つ
て
押
證
さ
れ
る
。 

•
(5
)
.戰
後
に
お
け
る
品
種
的
特
徵
、
戦
前
I

•
い
て
も
、
東
京
地.方
忙
お
け
る
機
械
エ
業
が
柬
京
地
方
の
.政
洽
經
濟
社
龠
文
牝
的
諸
條 

件
に
も
と
ず
く
立
地
條
件
•に
規
定
さ
れ
て
、-品
®!
的
に
ー
’
定
の
特
徵
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
旣
に
前
稿
で
措

-»

し
た
>'
-
こ
ろ
で 

杉
る
が
、
ぞ̂

を
機
械
江.
業

卞

：お

け

名

各

品

领

に

分

想

ゼ

；
全

國

の

：總

勢

働

者

數

に

對

ず

名

贫

京

地

方

.の

そ

れ 

」

■:
:

:-—
齡
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0
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足
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特
徵
は
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(表 8 ) •戰後束京地方機械工業の 

品'酿權成C昭 25. .7).

曆
明
確
に
浮
彫 

‘さ
れ
る
。(

前
揭 

で
は
.
紙
數
ー
の
制 

約
上
揭
表
し
な 

が
っ
た——

表
七

參
照〕

：

.

.

.
さ
て
右
の
ょ. 

5.
な
戰
前
の；

ロI 

a
的
特
徵
は：
、
.
. 

戰
時
.を
經
て.

戰

：



，（表1 0 ) 戰後における朿京機械工業め

, * 規模別地域的分布C昭 25)
• • +. . .--.’. ’-へ.’. ：.、 .’' ‘

\
' 规 m  w .....廣 ... 業 場 數 勞 働 者

1〜 9人

10〜 ....I 
_ . J 9 A \

50 〜 -■ 
99A

100〜  

499人

500ベ 
999人

1,000人

ifi- 數

1“ ^ 667 838 • 1 B 19 1 1 984 16,268
飯 r m 兔 429 87 10 3 ■— — -■ 629 5,171
上 M 862 68 . 3 10. r ~ ■ 443 2,671

. 三 "1 425 192 17 13 2 1 650 18,744
品 川 1,128 '583 79 48 .4 2 1,844 43,024

大 豳
645 862 36 27 • 1 1 ，1,072 23,048

. . 跪 . 谷 、 8S5 156 80 5 ー ■------- 546 ‘ 4,458
中 野 163 .62 8 4 2 ------- 284 3.938
极 檢

226 184 18 9 • ‘ 1 2 440 11,807
I E 子 170 .129 10 8 ■. — •. 812 •6,897
见 ぐ立

442 216 V J . .> 一— 1 部 5 11,976
| M j 岛

638 196 10 8 762 12,146
f i 戶  

C 郤 下 ）

368 227 28 11 , ..—■■ 3 622
■ ■ ....：»

16,676

八主 子 . 130 22 • 6 1 169 3,9X8
立 川 37 39 Vv 4', 5 1 4 90 9,108
W 梅

84 18 2 ； - ,■— - 64 : 931
三 鄕 95 66 10 10 1 8 176 10,420

計 6,079 2,930 ,288 192 18
*

9,621 199,649

CRIO ‘本表は來京勞働跑準顏「费別逾;fl事業場數及ひ:勞働奢調丄 

* C昭25,12 ) .の妞资料がら機械：!:業のそを抽出しちものマあ态。
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に
自
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機
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ど
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お

い
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ぃ
 

:■
'
親
：
の
太..工

場

^
•
中

心

に

都

下

農

射
 

-■
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.
'
;
.
观

帶

に

開

拓

さ

和

た

三

：廳

、
.立

川 

へ
ク
八
至
子
地
滞
ぺ
約
士
ニ
ぎ
が
’ 

.■
:

戰

後

夫《

品

種

轉

換

：を

圖
.り
つ
つ
' 

:，

現
在
新A

.

業
地
帶
と
し
て
確
泣
し 

^

で
'と
、；、#

.̂

で
ぁ
'^
。
：

*

來
京
她
方
機
械
：L
:槳
に
ぉ
け
•る 

1,

千
人
以
上
の
大H

場
は
说
亦
十
.九
へ 

;•
:

::
:
'
-

(

眧
和
八¥

^
は
八
、'同
十
ー
ー1印
^

:
;は11:

十
九
、
贼
時
最
高f

は
不
明
で 

あ
る
が
こ
れ
ょ
り
咐
加
し
て
い
た
も 

o
と
拙
足
'さ
，れ
る〕

で
あ
る
が
ハ
參 

.

考
ま
で
に
工
場
名
と
從
榮
H
m
と
を

上
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
っ
て
、
戰
後
は
旦
大
エ
揚
が
沿
失
七
た
こ
と
と
、
现
.存
せ
名
大
工
場
は
槪
ぶ
戰
前
か
ら
碓
立
し
て
い
た
經
锊
で
あ
り
、
し
か
も 

努
働
カ
雄
屮
も
三
千
人
以
上
の
も
の
は
な
く
始
ど
一
千
人
媒
で
あ
る
こ
と
、
办
ど
.を
窺
ぅ
こ
と
が
川
來
る
。
—

石
川
島
造
船
所
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舡
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後
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け
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努
働
祺
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.
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2
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勞
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'.

ネ

-:
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•
•

ラ

ス
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工場數

. a275 
8 

0

9...

37
6-' v..'

0
0

3

1
13
6

60
6
5

23 4,422
14 2,618
3 145

20 1,911
6 :1,027
1 47
X 1,418

11 891
9 529

17 1,153
0 0
8 266
2 60
4 644
9 2̂ 145
0 0,
1 69
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ソ、等E

流
れ
込
み
、
そ
の
法
り
合
せ
.の
機
械
設
備
を
も
つ
て
、
.
#
然
た
吝
生
產
方
式
を
と
P

■つ
つ
辛
ぅ
じ
て
生
存
を
計
つ
て
：い
名
大
ダ
數 

他

議

に

栻

舊

來

か

ふ

^

の

晶

锺

を

寡

門

為

海

つ

擴

時

め

變

化

東

養

け

づ

蒙 

術
的
合
现
化
を
計
り
つ
つ
あ
る
若
干
の
少
數
經
營
と
の
ニ
つ
の
系
列
を
認
め
る
こ
と
が
出
來
名
の
■で
あ
.る
。

、
(6
)

戰
後
に
お
け
る
地
^g

分
帘
の
特
徴
最
後
に
座
双
他
方
機
械
エ
業
の
地
域
的
分
布
の
變
化
を
窺
ぅ
仁
め
に
戰
前
昭
和
八
年
と
戰
後
明 

和
二
十
五
年
の
も
の
と
の
ニ
表
を
揭
げ
装
次
の
.如
く
で
あ
る
。 

ノ

. 

■ 

:
■
'
•-
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充

の

：
1
:ー
表
：を

此

較
.す

れ

ば

、
：
：戰

後

忙

お

：
け

务

東

京

堆

_

機
-«
エ
業
め
他
域
的
分
布
：0
 

品

川

、

大

森

：の
.
她

帶

が

戰

前

3
:
'-.
/
:
,
|
ハ
.
.-.
-へ
の
中
心.を
^
し
.て
.い
：る

戰前におけ名東京機械工業 

の地域的分布（昭反の ' .
表

齡

へ

：M
::
v

^

Q

0

,

(2

)

戰
前
の
第
一
一
の
中
心
地 

|

へへ'I

 

:る
.み
帮
は
本
所
、
城
東
地
帶
で
龙
つ
た
が
、
し 

: :
戰

時

を

通

七

て

苽

京

隞

軍

エ

廠

と

の

鞞

,
5

ci
:

願

齡

連

に

お

い
.
て

新

し

く

開

'拓

ざ

れ

た

足

..市
..-,-'-:

■は
.

■

,束

め

嫌蕾
：：

立
、
一
壬
子"

板

橋

地

滞

：
が

.
こ

れ

に

代
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(表1 1 ) 束京地方工業業湩別勞働者ギ齡構成（昭. 财, 9)
• ' • ン . _ノ  . .______ . . .. • タ . ' ; . • ' '； ' .

\ 切 子 女 子

16和 16〜
未滿|20才

21ん
30才

81〜 
40才

41才
以上

2JS均 
•屯令

15才
未滿

16〜丨21〜 
20才j80才

31才 
以上

平均 
屯令

命 碣 エ 業 0
°/o

10
钧

34
fo

82' 24
才

84 0
. . . .:的 
80

: 略 

43
o/o

27
才

26

■ 機 械 エ 業 0 is 89 28 IV 81 0 42 48 16 24

.化 學 X 榮 0 12 84 28 26 38 0 45 88 17 24

m m ± M m 0 21 31 23 25 31 0 86 81. 38 26

. 紡 織 エ 業 0 18 35 21 26 82 0 67 85 8 21

製材木製姑業 0 17 28' 21 84 m 0 22 80 48 29

命料！ V« ¥ 業 0 14, 3X 23 82 82 .0 46 87 17 25

印勝製本業 0
埤

30 27
2 8

82 0 33 48 20 26

そP 他]:業 0 80 81 37 22 80 0 .42 34 24 24

エ 業 平 . 均 . l o 14 85
::

28 23 32 0 44 39 17; 23
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(表1 4 ) 機械工業努働者の出身、 

、 地’構成（陬25) _
\  .川

地 來京都
地方
都市 農村 計 '

n 男 1；645 ; 609 1,045 8，199

女 讓 2 70 166 668

数 iti- 1,877 ^679 1,211 3,767：

比

•.■■•* パ.....•
ぐ- '} %

48.8
. °/0 

174
さ:抑 

34.6 100.0

ト:漏 : 68.4 12.3 29；8 狐 0

.'.G 載 ；49,8 31.6 100.0

前
\ \ 職機械 

工業•
そ.の他.商業

...••' t
農樂:その他 :訃：

n 1,406 713 282 164 灘 387 3,199

女 51 90 21 .ゾ 巧::：機 276 568

数 計 1,469 803 303 ,225 : :麻 668 3,767

比 ..ま.:::.
：；̂ 
48.9

ノ. <fo 
22.8 8,8 %

6.1
°/o

7.7
- -：9&

X2.?
%

100.0

女 8.9 16.8 8.7 10,7 12.1 48,8 100,0

苹 計 88.6 21.3 8.0 6,9 8,8 17.9 100.0
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0
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(表 1 8 ) 柬琼地方勞働組^ の規模別組激狀®  C26. 4 )

\

60人以下
'51〜

100人 101へ，500人 501〜 '
1,000A

1,000 人 

以 上
が ftl*

.
n m
場数

從業
im

職

坺數
從業 
n 數

織
揚数

從樂
m

雜
機

従業
隨

雜

場数
從業 
M数

m m
j m

，從滎
im

紐 分 の あ る  
琪 業 場

1,14028,881 52337,459 815
*

179,229 161 116,599 101 214,154 2,740 576,322

娘京地方雄業 

(組 織 . * )

72,668
扑、(1.7)

2,546
>
(20,5)

1,407
<To

(57.9) f

110

(100.) ■ '

55
°tO

(100.)
!

76,780
°/o、 

(3.6)

1,344,461
的

(63.4)

(許） ⑴ 「組合のある祺業場」は都勞政課r名鑑j に よ つ た - ，

⑵ 「柬京地方祺業場」は;r 京勞働齡準局r適服！? _埸調」によつた 
⑶ 6b i人以上では組合のある祺轉場歡の方が，冏规校め企?れ粱极数よ 

”多いが，これは統訃の取り方輿 )^よるものとして，疑間はある 

が，ー應 ioo%の紐織串i しをが厳密には卯妞であるう ， ’ 
⑷丨ゆ點は何れも2 5 ザノ5 月顷である. ，

こ
れ
に
對
し
て
東
京
地
方
で
は
ど
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で
あ
つ
だ
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。
:'

.
'•.: ... . .
'.,•, 

:、.
 . 
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•; . 

、：'...

 , . 
..
:‘•'. 
.、 

'
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、.
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れ
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特
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⑴
金
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縧
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. 

さ
し
く
辐
IB
:

的
で
.

つ
て
，c

#

脚
故
芮
時
の
昭
种
十
1
,
¥ぼ
金
：阐
：+で
組
合
員
四
十 

二
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'
九
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齋
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八
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％
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達
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^
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京
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1
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；
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織
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落
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ニ
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搖
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⑶
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ベ
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高
く
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あ
る
：
}
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諸
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が
擧

(表 1 6 ) 印次別勞働組合數及び組合員數と

推 定 組 織 率 .

組合敷 組 合 以 數 船 m 臓 m 觉
.机織串

20 4|£ 末 856 802,706 ( 小） 602,706

2 i 卬 6 n 12,006 8,679,971 C+58,077,265
%

47,2
22 印 6 j i 28,322 5,594,699 0^)1,914,728 47.2

2 3 尔 6 月 83,926 . 6,677,427 0 ) 1 ，082,728 64.8
2 4平 6 月 34,688 0,665,488 く— ） 12,944 55,7
24 4丨U2月 82,692 .(3,252,868 C—) 402,616 45.1

• .(註) ’ 努働锊滎働統計調迩部「昭和ニナ阀芈勞働鸫濟の分 
析」による

c m 17) 來京地方邻次別勞働組合敞及び組合員數

..組 、帝 数 組 合 M 敷、 ..紐命过批^数

2 0 年 求 185 66,278 ⑴ 66,278
2 1 苹 求 . 1,794 、 1464,096 407,818
2 2 平 6 月 . 2,559 637,887 o ) 178,287
2 8尔 6 月 " 8,664 ；814,632 C+ ) ：177,149
2 4牟 5 刀 ， 4,104 850,394 o y 85,862
2 5 平 4 月 2,740 576,822 ..て—.) 274,072

丨（評） ⑴本表は都勞政課熒拗組命名鍛（= 十五•年四刀 

興在）によつた 

⑵ 24部 5 方を最高として漸減しセいるので， 

2 4 年: 6 H を揭げずに：6 月を掏げた
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’ 

人

、.ノ

彳
.
/

成

に

組

，織

さ

れ

た

勞

働

耝

合

.の
組
織
及
び
活
動
上
め
特
質
に
ク
い
て
檢
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
：

s

て
は
^

忆
東
大
社
；

:
■#
料
*

硏

_

&

議

康

謂

砾

酿

が

灰

圈

ー

-:
1

尤
鋼
遂
時
藤
が
，
^

^
^

:北
奄
喪
機
^

汰
冬
我
:«

黨

働

鈕

脊

必

內

的

脆

：

1|

性
0'

露
里
を
^

分
：£

_

み
得
^

い
.农
^

卬
後
に
お
け
る
飢
織
の
大
幅
懈
體
の
如
き〕

、
ま
た
謂
う
と
こ
，ろ
，-の
脆
弱
性
の
本
質
的
な
點
は
社
硏
報
吿
.が
指
摘
し
て
い
る
よ
り
も
他
に
よ
り
- 

. 

, 

-
. 

. 

. 

.

.

,: 

迸
耍
な
モ
メ
ン
ト
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、-

し
か
し
參
考
と
す
べ
き
と
と
ろ
も
尠
く
な
い
か
ら
、
そ
の
要
約
部
分
を
引
用
す
れ
ば
次
の
よ

う
で
あ
る
o
’
. 

, 

• 

•

.

、

.

f

こ
の
よ
う
に
、
昭
.利
ニ
ニ
邮
下
沏
を
中
1心
.に
調
嵛
揋
の
集
訃
の
結
來
规
わ
れ
た
と
こ
名
は
ヽ
(1
)

戰
後
の
解
放
さ
れ
た
勞
.働
紐
合
の
.著
し
.
い
躍
遲
、
树 

.介
の
ぶ
然
發
业
的
な
儿
っ
l
m
的
な
結
成
、
そ
の
以
虫
的
な
内
部
檝
樽
、
そ
の
平
等
主
義
例
え
ばr

身
分
制
撤
睃j

驱
求…

女
子
の
地
位
の
引
上
げ
や
背
.

;

M

感
の
佛
被
や
、
'待
遇
の
：个
等
化
の
ご
と

S——

か
く
^̂
て
戰
後…

别
合
乱
動
は
、
そ
の
.か
ぎ
り
に
お
い
て
明
か
に
、
從
來
•八
〇
邮
の
2
1本
歷
史
に
み 

こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
も
の
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
り
、
-

…

pi

本
の「

说
、玉
々
義」
~
を
眞
に
犮
ぇ
る
社
會
的
な
カ
に
外
な
ら
な
ぃ
0

こ
の
點
は
調
盗
結
^

.

の
简
々
か
贴
に
现
わ
れ
て
い
る
0
,
§
け
れ
ど
も
冏
げ
に
、
他
而
で
は…

そ
の
急
速
な
發
展
に
も
拘
_£>
-
ず
、-;
-*
そ
の
た
め
に
却
つ
て
多
く
の
遝
れ
た
要
素
を
. 

残
^
‘せ
し
め
て
い
る
贴
が
i i
逃
さ
れ
て
.-は
な
ら
な
'い
。
涔
い
分
分
的
觀
念
の
殘
滓
や
屈
主
的
福
.利
施
設
に
對
す
る
無
意
_
の
依
存
が
み
ら
れ
,§
し
>
ま
尨 

文
化
巡
脚
に
.つ
い
で
も
、
*
た
机
伶
財
政
の
巡
锌
に
つ
'い
て
も
>
勞
顧
協
約
の
締
結
に
つ
い
て
，合
现
的
で
具
體
他
の
製
.が
な
叫
妞
の
處
观
が
省
わ
れ
て
い 

な
い
點
が
多
く
、
そ
の
:CA
味
で
紐
合
の
宋
成
熟
を
似
わ
し
め
る
點
が
多
い…

そ

.じ

て

こ

の
‘ょ
■ぅ
な
ニ
採
の
’独
格
?'
諸
の
中
に…

^
働
紐
合
に
於
け
る
H

: 

广
 

k.k. .
.
. 

....く
 

.  

V 

-
.
.
 

.

.

本
的
な
も
の
を
见
(|
!
す
こ
と
が
/|
1
來
ょ
ぅ」

と
。

' 

• 

'

•

• 

• 

'

;た
劃
期
的
汔
激
縣
2:
:'棍

塒

彥
%

共
^

«

求
ぬ
鍊
國
歡
組
■

猶
办
辦
婴
.素
せ
免
1 :

':
^
^
^
^
^
^
^

熟」

を
析
出
指
摘
し
て
V

る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
我
A
は
前
述
の
ょ
ぅ
忆
、.
割
期
的
發
M

そ
の
も
の
の
中
に
脆
弱
性
を
含
む
こ
；
と
、
 

ぐ「

衝
れ
ぢ
养
鼠
j

s

u
錄
擦
撤
.安
饭
^

'̂
:

ゆ
以
;̂

に
_
む
お
か
:±
:

- ^
'

-

断
|
^
激
^ ;

.

&

^

つ
い
て
抱
摘
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
け
だ
し
^
級
連
帶
意
識
こ
そ
勞
働
者
の
社
會
意
識
近
代
化
の
本
赞
的
な
內
容
で
あ
る
が
、
我
國
で

メ

.、
 

.

，*  
.
. 

. 

'

/■
、
. 

.
，
©
,

.

.

. 

■ 

■ 

• 

' 

: 
.
ン 

. 

.

.

.

. 

. 

. 

- 

. 

•
»

:

〔

ら

れ

备

か

：：
ら

氣

.が

务
1
:(

ガ

货
.霧

：
。
ポ

^

來
负
大
彤
阯
僉
科
學
阢
究
所
篇r

職
後
勞
働
飢
介
の
及
び
同
附
表

(

ニ
五
/'

や 
一一I

月刊)

.

■

*
*

同
沾
十
六

丨

七
对 

/ 
/

*

*

*
努
侧
潘
の
階
救
的
述
帶
窩
識
の
现
代
的
成
熟
度
を
典
象
す
る
主
な
梠
標
と
し
て
、
我
々
は
ヽ
①
勞
働
紐
合
の
紐
織
形
態
の
高
度
化
^

勞
働
费
^
 

以
符
的
な
饨
格
か
ら
の
股
却
と
そ
の
座
槳
別
組
綠
化
ひ
碓
立
、
@

务
働
協
約
の
高
庇
化=

統

1

1

働
協
約
化
、
©
|5
9

少
形
態
の
商
庇
化
=
共
同
阀
少
と
ゼ 

氺
ズ
ト
fi
d

、
の
三
點
を
上
げ
る
ど
と
’於
出
來
る
。
し
.だ
が
つ
て
戰
後
:̂

的
に
款
發
侦
し
た
我
阔
勞
働
組
合
4

そ
の
述
動
に
つ
-い
で
ヽ
祚
の
三
點
を
檢
討
す

■
 . 

.  ..
V
 - ..  

- 
- • . 

..... 

:.■.
 

, 

... - *
 
. 
/ -1.

• 

- - 
: 
.、
.、

.. 

. 
- 

• 

• 

* 

.レ
-

る
と
次
の
ょ
.ぅ
で
，あ
る
。
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/ 

' 

、

.

：

,

戰
後
に
お
け
るH

業
勞
働
祺
愦
の
俞
究 

' 

•

二

七

(

六

甚
> 

.



， ,

系 統 M
飢介数

總 總 N m. 240

部
I V 公 160

II1
そ' の 他 125

系 ( 小 ；?!*> , ( 細

金 .' m 別 220
勞 Y i * 公 4
迚 そ の 他 107
'系 ( 小 m C881)

そのA の述介丨切體 . 、786

dut 所 拗 1,098

分 if!-, 2,740

‘ 

1
3
が
俠
雜
誌
第
四
十
四
猞

•德
十

5
 

' 

- 

ニ

八

(

六

爵

〕

©
組

織

黯

5

S

 V

は
、S

裘

地

方

潔

努

德

合

Q
'
s
別
組
織S

一一

十

恭

四

月

裘

銮

、
表
へ
よ
う
2

つ
X
、
S

数Q

四
2
嘗
で 

&

企
く
上
部
と
■

の
な
い
翌
し
た
證
飢
合
で
あ
.
”
、

？

9
他
S
<M
盟

」
Q

よ
う
S

S
翕
體
と
しV

Q

麗

S

S
I

を
、加
ぇ
れ 

ば
六
八
、̂
餘
が
W-
货
に
抑
い
て
迚
帶
蚀
の
缺
け
た
も
の
で
ぶ
る
こ

と

、

的
外
表
的
に
は
淹
業
別
や
努
働
紐
伶
眾
一
紐
織
に
抓
人
し
て
い
る
揚
合
で
も
饮
料 

的
に
は
上
部
か
ら
袷
ど
的
#
の
あ
る
指
卷
或
は
協
力
を
う
け
て
お
•ら
ず
、
'̂
に「

猶
闕
紙」

の
配
亦
と「

^
^」

を
う
け
る
に
過
ぎ
ぬ
場
合
が
多
い
こ

と

、

(-
)
耶
位
S

Zの
梆
成
が
、
露

の

利

f

代
表
す
るI

部
，を
除
い
た
令
：從' 業

：：r

か
n
聊
的
S

入
4

ら
れ
、
紐
合
贝
鲁

0
て
も
沒
如
：合
2
針
し
、 

無
卵
心
、
無
.：：战
な
も
の
が
火
多
数
で
あ
る
こ
と(

來

大

社

硏

「

找

態」

勞

紐

の

桃

成

，文

化

沽

動

'、
飢
合
财
政
な
ど
參
，©
ヽ
な
ど
か
‘ら
、
我
^
戰
後
の 

级
傯
紐
合
の
饨
枨
が
、
總
じ
て「

份
社
紐
介J

で
は
な
い
ま
で
も「

經
營
内
的
裳」

で
あ
り
、
5

蟹
的
に
は

$

次
大
勝
前
に
位
す
る「

勞
働
费： 

^
U
2
伯
な
性
格
荔
び
T
い
る
こ
と
が
'指
摘
出
來
る
。
こ
の
こ
と
と
令
が
、
ー1十
四
S

後
の
资
本
攻
勢
の
前
に
も
ろ
く
も
大
幅
な
急
還
を
生
ん 

だ

！
つ
の
_虫
迆
な
职
闪
必
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

.：
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, 

、
，

.

.

.

.

数
：；
.斯

60
:25
;

っ
：
：
育
.
.■

ソ

爾

■

W

.
,部

-̂
そ
り.(/
:
. 
^

-

w
 

V:

そ
：.：
ま
.：
き

...：所
，
.；

 

一.> V. 
.
.;^
.. 

■

地
方
交
浓
ど
か
ギ
ャ
：ダ
：藤

蕾

.く
、
：
_

漱

な

獄

黾

の

陳

：
1

.

1
:と
淹
 

一̂

■へ

■
:'
-
-
評
:-
-系
ぞ
'
'#

麵
雄

^
^ ̂

.

一

—

ノ-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-
L

—

n
_

刚
交
及
び
統
一
勞
働
協
‘約
が
成
か
し
て
い
な
い
揚
合
が
一
般
で
あ
る
と
言
.つ
.̂.
.占

い
。
0
闕
|

想
5
,
い
5

、
兵
も
相
の
狀
態
に
證
さ
れ
て
未
だ
取
獨
の
裂
形
機
が
證
で
あ
る
し
、
茶
全
國
述
合
命
の
如
き
は
#
同
_
#
、 

ゼ
ネ
ス
ト
形
您
を
費
ら
S

し
て
槊
を
個
別
撰
の

^2

に
抑
ぇ
、
5

相
互
の
應
拨
に
よ
つ
て
共
同
闘
翦
把
：霖

し

^ ;
い
_る
段
階
£
ど
ど
：玄
つ
歹 

ぃ
'る
:.
0

し
か
し
そ
れ
<
も
拘
ら
ず
、
こ
の
中
に
あ
つ
て
例
え
ぱ
逬
干
の
雄
淹
で
は
不
十
分
な
が
ら
も
ー
應
金
_
的
共
同
阈
$
形
機
が
と
％
れ
ュ
ク
ぁ
る
こ
-

と
は
注
ロ
さ
れ
て
,̂
-
い
0

.;
:
ノ 

.

.

. 

V

H
 

.戰
後
に
.お
.け
.る
勞
働
條
件
の
變
化
と
そ
の
#
徵 

？

■
' 

v

、
 

.
，
次

饜

ィ

は

戰

後
I

.
け
.

I

舰
條
件
の
變
化
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
.て
實
讓
に
檢
討
寸
る
の
2

义
が
、
以
下
勞
働
滌
件
l

i

'

⑶

質

金

讓
s

化

爲

徵

我
々
は
前
稿
£

お
い
て
、
聽

養

金

水

準

5

き
.⑴
東
京
地
方H

業
平
均
上
.機
械H

業
ザ
均
と
の 

比

較

c

篇

H

業
は
平
均
以
上
に
ぁ
S

、
§

齡
別
嘴
金
平
均
盡
活
■

造
と
.の
關
速
.

'

s

f充
.を
必
ず

1

4

1,

的
l

i

,

 

,3
)
未
成
年
勢
勒
カ
へ
の

货

金

の

不

當

な

_

迪
.
$
时
姬
的
農
村
と
の
迚
關〕

.の
三
點
を
檢
討
し
た
-o
故
に
我
々
は
以
下
そ
れ
が
戰
後
に
お
い

て
如
何
に
變
化
'し
、
如
何
な
•る
特
徴
を
帶
ぴ
る
に
至
つ
た
か
を
追
求
し
よ
ぅ
。

■

:へ
ー
請
表
_

次
_

^

•'上
■

■

^

■

■

を
：
膨

後

茫

隹

肌

違
#

恭
か
ら
始
ま
管
ッ
チ
•

ラ
ィ
ン
下.

Q

不
观
の
影
f

最
も
敏
感
にf

け
て
、
五
位
と
な
り
平
.̂
よ
り
も
稍
々
低
位
&

济
し
、
動
亂
開 

始
嚣
の
二
十
五
年
六
月
ま
で
.そ
の
狀
態
が
績
い
た
こ
と(

こ
れ
は
一
般
に
發
.の
倒
、
々

各I

s

企
幾
拂
能
力
に
よ
っ
X

服
く 
I

さ
れ 

る
こ
と
、
そ

し

て

裳

、s

g

K

養
の
力
I

が
企
業
翕
化
S

し
べ
侧
S

I

水
f

切
下
げ
1

|

3

ぇ
可
能
.；

る

祭

齒

$

?

...一

 
_

と
；と
|'
:
^

職

變

一
〇

〇

と

し

て

、

戦
前
で
は
一
一
〇

丄

一

九

歲

が

ー

t
l
H

ハ
'
^
、
•

三
〇
！
三
九
歲
が
三
へU

湯

、
四
〇
歲
以
上
が
三
五
九
名
で
ぁ
つ
た
の
に
對 

戰
後
に
お
け
るH

梁
I

潘

の

襄

， 

、
 

;
 

ニ
：力



わ
よ
せ」

の
場
商
と
し
て
特
に
低
水
葬
に
あ
つ
た
が
戰
後
で
は
特
に
.こ
の
場
面
へ
に
し
わ
^

せ
さ
れ
て
い
る
と
.は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
ノ 

(

し
匕

、
だ
か
ら
と
S

て
宋
成
^
^
働

カ

の
-1
5
今
か.
1
則
よ
衫
相
對
的
に
ぼ
上
し
た
と
苜
う
の
で
は
な
く
既
に「

し
わ
よ
せ」

の
餘
地
さ
え
な
く
、
，む
. 

し
ろj

M
低
下
し
て
い
る〕

。
'

.

.
、
•

，

_

-‘
：

•

へ

か< :

，

» :

の

飯

貧

金

：

^

#

©,
;

泰

險
» ;

へ
：
^

.

1
» :
化

寬
 

に

關.ず
'
各
&

1

0

を

法

制

的^

保

證
^ :

た

.も©;
:_

暴

_

實

杂

淛

汝

あ

蟹

が

.;
>

餐

.始

&

、
'
:
% 

く

^

も

^

九
.

§:
年

前

徽

^

_

へ
ー
：
.應

國

際

晰

^

|

'«
化

じ

_
,^
實

碧

编

淡
 

.

'#
多

：
戰

後

.
の

民

主

改

革 

は
、
參
饊
基
準
法
で
遒
が
'含

の

||
0
度
'を「

定
.め
名
^

^
が
#
;§
-
.

.:(

一
|七
：八
條)

■

德
货
m

^
<z
>'̂

謂

.■令
^

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
こ
の
際
一
グ
办
特
徵
と
し
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
か
い
。

*

戰
後
の
I
•
が

5

低
I

化
.し
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、I

ジ
の
奂
な
叫
姐
於
提
起
さ
れ
る
o *

と
い
う
の
は
、
職
前
の
低
I
.
S
要
な 

财
闪
の
一
つ
が
勞
働
者
の
刚
姑
を
拙
ヵ
的
に
抑
儿
し
、
勞
俲
飢
合
さ
え
法
認
さ
れ
な
か
つ
た
こ
とH

あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
数
.̂
後£

■
>

て
穷
份
机
ヵ
热
.

.

立
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
む
し
ろ
逆
.に
繁
水

^ ;
が
仰
劣
化
し
た
S

何
故
.で
あ
ろ
う
か
.と
い
、
J

で
あ
る
。
首
f

換
え
て
J

ば
、
繁

の

犯

等 

金
が
半
蔻
的
I

關
•係
の
益
的
集
中
的
な
霊
'で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
V
霞

£

け

る

.
一

财

の

.
仰

I

化
は
、
餅
來
の
卞
懿
的
關
係
が
保
料
さ 

れ
、
或
は
逆
に 
一■鐵
化
さ
れ
た
紐
來
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
叫
題
で
•あ
る
.。
し
か
し
こ
れ
は
ボ
に
泣
的
S

か
ら
&

さ
れ
る
奮
▼
 

な
溫
で
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、
本
稿
で
k
各
_
の
モ
メ
ン
卜
の
.

〔

錢
的
な
分
析
の
結
來
に
立
ら
て
、、
.
こ
れ
を
綜
合
し
■た
上
で
霞
し
た
い
と
丛
う
。
：

. 

*
*

戦
後
^
命
水
準
の
一
屉
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
^
廳
統
訃
に
お
い
て
さ
え
、
•二
西
部
七
B
の
平
'^
货
数
^
金
が
戰
前(

昭
泊
七
丨
十
^0

を 
一
O
0 

と
し
てH

Q

 

•.七
^

過
ぎ
な
い
と
報
じ
て
い
る
。
し
か
も
こV

に
注
意
す
ベ
.
"
^
と
:«
漱
後
の
'̂
働
街
婉
劍
は
槪
-&
ー
十
人
以
上
の
ョ
業
板
努
傲
请 

の，

f

l

か
ら
S

さ
れ
て
い
•る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
進

f

盤

I

の
特
別
I

W
小
.企

業

舊

別

地

域

別

i

s

」

S
:
九，

$

に 

よ
れ
ば
、
都
：
に̂
お
け
る
三
十
人
以
下
の
製
避
エ
賓
牛
均
.货
金

-2
1菜
上
期
现
布
で
六
、

-5
0
^
ハ

莩

六

、v\
九H

S
、
.

女
.子
三
、
六 
一
0

-&
に 

.

•戰
後
ば
ネ
げ
至
滎
勞
观
愦
の
硏
絮
；
'

.

”

v

.
 

:

■:
.
‘ 

. 

:

 

: 

二一
二
 

.
厂
六
五
七〕

'
.

:

\
1 5 〜

2 0 歳

2 1 〜  

so歳

3 1 〜  

4 0 歲

繩

以 上
平 均 .

m n t ,

R
4 , 6 6 4

(4 ,1 1 4 )
°/o

1 0 0 , 0

' .•.

H
7 , 5 6 9

t ベ °/o 
1 6 8

.n
1 0 , 5 6 2

°/o
2 2 7

ハ w
1  み 4 7 1

: : : 八 钤  

. 2 4 5

R
, 8 4 8 4 8  

均 尔 齡 、 

3 1 偽  

柳 扶 養  

Mh% 1 .5 人 ノ

ClfiO爽ft#京勞働坫準.W 「刀如」2 4 ^ 9 ；̂
がら作成

23枏 9 月 2が丨*:9月* _  6 月:

公 風 エ 業
R

6,000 R
9,332 pj

lli642

，機 k  ] : 業 _ 2 8,803 、9,846
化 怨 X 業 5,817 9,888 x i,m
窯業土石粱 ；M20 - 7,529 9,051
m 織 a : 業 • 4,018 . , 6 , 394 6,695
製 材 木 業 5,063 、7,481 8,211
负料品工業 : 6,127 8,859 10,674
印刷製本知 ; 6,278 .10,787 12,883

'その他工業ノ 4,387 * 7,352 8,574
修 • 观 業 ...、. .へ . - . H . . . . . . 9,418
X 業 乎 均 6,608 8,741 10,268
工業以外平冷 6,478 11,132 12,289
仝座業平均 6,497 9,893 11,058

パ  •

CnIO⑴本表は芥月の)ii京勞働拖準局「勞働 
/ 渚給與調i&B報」から作成した 
⑵ 邡 苹 は6 月をとつたのは,.本幽洗を 

• ' 朝鄉励胤以前に眼つたか、らである

(表 20) 苽京地方機诚工業における 

揭子年齡別平均貸金表

(表 19) 、朿京地方業褪別平均 

. 貨金の期別推移
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六
五
S

S

H
珙
符
雜
誌
第
四
十
四
卷
第
十
一
號

し
て
戰
後
で
は
ニ

0

歳
.代
が
ア
六
三
^

、
ニ

ニ

〇

歲

代

が

ニ

ニ

七

-%
、

四

〇

歲

以

上

が

ニ

四

五

^

と
な
り(

表
ニ
〇
}
、
明
に
年
齡
別
格
差 

を

雜

少

し

て

お

か

、
..假

り

に

一 

|
0

歲
ま
.で
の
賃
金
で
獨
發
生
計
費
を
カ
バ
ー
し
得
化
士
し
て
も
、

一
一
〇
歲
代
で
の
妻
帶
、
三
0

歲
代
で

'チ
供
；

1.

暮

1
_
.
:
:
;

四
-©
潘
_
で

廉

遞

鶴

證
_
^;
:
^
^
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«
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歡

頃

趣

弋
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，
ー
金
收
_入
.
に

：
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生
;#

費

不̂

ガ

观

か

に

爸
_

括

扇

_

_»:
<:
^

置

评

取

贫
 

/1
-

沾
權
造
か
.
ら
近
代
的
小
：線
辟
へ
齡
す
る
こ
と
な
し
の
分
解
な
S

、
时
未
成
年
^

女
勞
働
力
，の
賃
金
は
.戰
前
で
は
全
俄
賃
金
の
# .

別
の
.

「

し
.



. c昭 2<U2) c 昭 25.11)
'斑 赀 褀 業 場 數 1,486 998

(表 2 1 ) 勞恶法違反件熟 1逄反寄業場数" 1 . 3 5 0  998
反 件 数  3,657 4,018 ：

〔24.12) 鳴 i i ) '、 、 、 . .
： 〜 、

C24.11) C25.ll)

男 女 均 帶 待 遇 0 ,1 土觀?丨•斑變觅命令 122 一 _«■•

中丨 1 0 搾：取 1 \ 最 俾 啤 :令 17 8

契 約 期 II*.] 8 0 啤 少 者 歡 m m 172 193

努 働 條 件 明 示 61 74 親權者代迦こ 8 2
.，：.*前. .借 命 - 相 殺 8 1 : ' :勞働契約

- m 靡 .，制 m 1 '■ 0 f  . 質金代规受領 1
2

1

M  B 豫 带 85 44 部 少 者 誇 働 時 询 28

使 州 設 m 8 0 女子勞働時問休日 78, 91

^ 品 返 還 61 72 '，女 子 深 夜 業 6 17

V I 命 支 拂 250 148 摩 : 前 淹 後 1 0

休 業 .手 常 29 康 规 体 . . 暇.• ♦<
10 1

山來高拂保證附 4:. 6 歸 ：鄕 ,旅 数 X
4

0

削 咐 ，n 命 115 178 德 養 補 ' m 3
イ'

，梦 働 時 : iiij 242 ’ 262 :休 業 9 . ’2'
~4

1

休 Mi 86 82 險 寄 0 1
. ニ: 1-

1

休 R 131 164 遗 . 族、 グ、 0

、峙間外体H 勞働 ! 19 81 m  * m 料 : ；t  

161
0

¥ 次 右 給 休 m 71 102 作成屈，出義務 142

勢俲時丨丨n及 か 、 7
制裁規免の制眼’ , 5 0

, _ の_ : 法合及び勞働： 1 1
危 寄 防 ご 止 281 269 じ :協約と©關係.

18 16
姐 物 保 他 描 傲 118 1 寄宿舍生饵の秧序

勞働赍の。 2 I  178 :バ’:設備安金料 4 5
防止遛守 虛抒機_へめ巾儉 1 ‘ 0

染、舍 彼 辟 49 78 勞 働 者 名 雜 352 885
性 ？饰 檢 摩 1 13 M 金 : 裏 ; :取 ：. 454 415

。未經驗者就業禁止; 、. 1 1 11 記 錄 の . 保 在 、88 41
安 為 衞 卑 敎 贵 - 1 6 報 街 の 義 務 240 337
.我者の就業禁止 : 0' 1 ' Ifl* —:...:vV 8,657 4,018
M 瞵 談 斷

安夯衞生鲁理密
■ . ' -■. .

249
18

819
42

ハ （内:!:業) 〔も888. 2,963)

.• ■' '
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|
墙
僉
雜
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四
十
四
卷
.

.

铬
.十

二

號

ブ
 

三 

一

一

c

六
五
八)

.

過
ぎ
t

こ
れ
を
谓
の
三
十
人
以
上
不
均
货
命
ハ
ー
0
、
ニ
六
八
0

に
比
較
す
れ
ば
ハ
市
£
ハ
〇
齧
に
f

、
し
か
も
-十
人
以
下
の
沿
細
企
業
で 

は
、
命
.樹
機
-^
エ
„業
贫
子
で
.’？
ん
も
平
均
三
|
四
千
關
の
も
の
.於
あ

.»
、、
妨
織
女
.エ
の
如
き
は1

、
八
七 

と
い
う
恐
る
ベ
条
列
さ
え
见
ら
れ
、

-
總
じ
て
三
十
人
以
下
ー
4>
均
に
對
1.

て
五
〇
丨
六
〇
涔
、」

1
1十
人
以
上
に
對
し
て
は
货
ド〗

ー1
0丨
四
0
^
に
し
か
猫
っ
て
い
な
：̂
。
そ
し
て
#H

iiis
::

す
べ 

,

合
こ
と
は
こ
れ
ら
小
企
滎
匕
凇
け
る
货
金
の
低
ぷ
度
は
、
.と
り
わ
け
牋
村
と
連
.結
す
る
，三
多
麼
地
カ
に
於
て
1
府
酷
烈
で
あ
る
と
い
う
>-
-
/と
で
あ
る
。

'
(b
)

黛

翁

度

の

鍵

化

と

そ

の

特

徵

.

、戰
'後
の
賃
金
制
度
に
っ
い
て
？
•勞
働
*-
準
法
は
、
少
く
と
も
舊
來
のH

,

場
法
が
令
封
建
的
勞
働
關 

係
を
法
制
化
し
て
い
た
の
に
對
し
て
、
极
本
的
な
改
堪
と
近
代
化
と
を
規
觉
し
た
'
も
の
で
あ
る
こ
と
は
.卒
直
に
認
.；̂
て
よC

。

*

戰
前
‘のH

場
法
は
、
f
命
制
度
に
っ
い
て
は
叼
法
施
行
令
中
で
#-
か
に
⑴
贷
命
ひ
#:
月I

间
以
上
通
货
拂
の
股
則
と
⑵
猶
エ
.の
&
蒂
金
返
還
の
義
'' 

務
を
黎
し
た
の
み
で
あ
っ
て
、
•切
女
同
5

命
、
Ml
來
高
拂
の
保
歌
粉
#
、
中
間
搾
取
、
强
歡
立
企
の
菇
止
そ
の
他
の
茁
耍
な
货
金
制
庇
近
代
化
^; 

は
备
く
觸
れ
'て
如

:&
ず
、
し
.
.か.も
前
?|
1,の
.ニ
扭
3
1̂
'っ
.い
て
.
.も
、
._同
令
ニ
十
四
修
值
し
書
.で
.、
：「

豫
メ
'方
法
ヲ
定
.：メ
.地
方
提
{|,
.ノ
許

对

ヲ

受

ヶ

.

.
タ

ル
ト 

,

キJ

は

繁

Q

一
 
部
视
物
蕃
と
職H

の
切
#
逾
反
そ
の
他
綴
す
る
股
驚
返
還
義
務
の
免
除
と
を
規
宛
し
、
前
沏
霞
金
制
度
を
始
ど
免
全
£

秘 

し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
對
し
て
数
伽
褪
準
法
は
、■⑴
切
女
！

1 ：
I 、

货
企
の
/)
;«則

⑵
中
IH
]
搾
‘取
の
排
除
⑶
前
借
命
相
殺
の
禁
與
⑷
强
制
肸
金
の
禁

'

Jh
(5
)
金
I

M

の

細

翁

藝

(G
)

#
月
一
冏
以
上
の
幾
.に
よ
る
臾
囊
,(

與
物
|

の
排
除)

⑴
非
常
時
f
 

■
::
.'(8
)
休
_
|
常
及
说
來 

,
,
商
制
の
保
隙
給
付
化
に
よ
る
«
命
の
资
足
化
⑶
時
11
1
1外
货
命
-€
>
削
咐
な
ど
§:
'
於
文
中
，に
規
^
し
て
^
，り
、
な
れ
を
：エ
場
法
の
.場
合
と
對
比
.す
れ
ば
_
キ 

に
货
炎
制
度
の
近
代
化
が
法
制
化
さ
れ
た
も
の
と
赏
っ
て
よ
いo  

(

し
.か
し
近
代
化〈

の
他
極
に
扣
け
る
m:船
な
：刺

度'であ
る
.最
低
货
命
谰
に
っ
い
て
は
、

.

f

そ
れ
が
i

含
と
が
？

る」

，
5

う
,

止
ま
？

ぃ

乏
,

は
、
1

0

1

^

4

5

1

1

^

1

^

か
し
#

濟
ち
.？

問

福

：
は

こ

：
の
：よ

タ

な

丧

の

近

代

化

そ

：，の

も

©

に
あ
名
<2
>

の
よ
'う
&'

狀
態
に
あ
. 

る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
以
下
近
代
化
の
主
な
諸
指
掛
^

p

:v>
:

セ

：實

證

的

に

檢
W-
P

よ
う
0'
-:
/

^

先
ず
全
般
的
に
考
察
す
る
た
め
に
、
束
京
勞
働
基
準
局
の
監
齋
結
果
を
'示
■す
：表
を
揭
げ
る
。

.

>

:

'へ
.

'
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'
'
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;
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四
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六

六
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:
:
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.
、
治
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％

う
.に
.、
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勞
顧
基
準
法
办
遒
泯
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殆
趁
全
»
業
場
：迄
«

..
&.れ
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1

十

四
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年
で
.
M)

一な
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::::T 

ぎ
四
0

八
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及
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霖
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_

^
:̂
_

-

^

:
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攻

妗

っ

：
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'
見

札
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反
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_
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別

順

位

故

安
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生
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約

四
 

:
.七
0
件)
^
.の
.他
.と

迕

队

ヽ

，
賃

金

關

係

''

に
な
り
、
と
れ
を
監
將
琳
業
場
數
と
此
較
寸
る
と
き
は
一
祺
業
場
賛
金
關
係
違
反
一
件
と
し
て
も
約一

ー
〇
％
、
一
一
件
と
す
れ
ば
..|:〇
涔
に 

;
.會
る
：.'
.
0.編

_

っ
て
あ
4

は
；；
«■

前
^

は
大
企
#

E

4

:v>で
；：：

さ
^

、；：男
女
:*

金
0

:

 ̂

製

、■ 

:

約違
！̂
:
:
:
へ：：

の

積

立

：金
.沒
漱
等
の
前
期
的
賃
邊
■

鹿
.が

を

般

的

で.あ
^

熟

の

：£,想
女
此
だ
て
ヨ
朋
か
杞
も
の
制
度
め
近
代
化
の
急
速
な
進：

：
 

展
で
あ
る
'と5

；

う
こ
と
が
出
來
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
-般
に
監
督
宫
廳
に
•ょ
る
資
料
は
"

ど
う
し
て
も
外
形
化
、
或
は
,

跋

さ

れ

た

.も

の

ス 

に
な
名
こ
と
^

免
れ
な
い
か
ら
、；
次
に
念
の
た
め
我
々
の
行
.っ

た

五

十

社

調

查

及

び

そ

の

他

の

資

料

に

，ょ

っ

て

.現
行
賃
金
制
度
の
近
'代
化

，の
狀
態
を
窺
う
こ
と
に
す
-る
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金
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>-

こ
れ
.は
前
_

の
ぼ
灰
；^

基
法
_

戾
#

:

^調
で
：は
1
南

年

^
は
見

■'て
い
る
。
し
か
し
.こ
.れ
を
他
の
資
料
に
ょ
っ
、て
檢
討
す
名
.に
、
.戰
.前
で
.：
は

揭

女

激

カ

差
0
此
較
的
少
い
十
五
丨
十
九
歲
で
、
.エ
業
平
均
の
' 

場
合
五1

機

械

工

業

の

場

合

三

一

一

デ

^

格
差
が
あ
っ
た
の
に
對
し
、
.戦
後
の
機
械
工
業
で
は
一
三
^
に
縮
少
し
.て
.お
り
、
'

®
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i

昴
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與
訓
沲
ル
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二
西
•
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、
，
一
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差
別
待
遇
と
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す
る
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と
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つ
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し
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あ
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_
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(表 2 2 ) 朿京地方製造工業業截別贊企權成比 # ^
’ . へ ：’...

: ニ;.，
• \

m
質 :、. -金

- * し

計

(A)

o/o
100.0

m m
制 B) 

b/a本人_ 家族給
その仙 
の生沉
給

能 挪

.總 ) 平 均

%
68.8

%
8.1

. V-'..的 
23:8

%
14.8

* % 
7,6

. ■ '  . - . 命 腸 工 業 49.8 9.1 21.6 20.0 100.0 6.8
m 剩 器 具 ェ _ 52.4 8.2 18.3 21.2 U 8.3

: : ；: 化 學 エ 滎 49.6 8,7 81.9 9.9 V 4A
藉業土布工業 58,0 8,0 24.4 9.6 !/■ ' 7.8

：造 紡 織 X 業 46.0 6.9 80.4 17.7 it 10.8
製 林 木 :！；業 QSA 7.0 22.8 , 6 . 8 U 18,3

...、■ ，资 料 成 : 46.7 7.4 31.8’ 14.6 !} 9.8
X 印 刷 製 本 業 68.0. 7,9 97；6 \ 6.5 U 7.2

そ の 他 :1：燊 51,7 6,0 84.5 7,8 ■ 1/ 7.2

m
修 现 m 86c2 7,4 82.4 14.1 0 11.5

本 均: '
■ ■,：. . ..… ■

. 52:0
1

24.0 16.2 V 7.8
. . . . . ■ ...、 
土 木 妞 集 業 59.1 7.8 24.7 8.4 V 5.4

ユ:
商 ，業 52.2 8,7 24.9 14.2 U 6.1

- 業ご金 融 : 業 48.6 7.2 82.3 17,0 S : 1.0
_ 輸 通 信 業 61.0 12.7 16,8 19.5 V 12,1

以 サービ'ズ襄 68.6 7,8 19.9 14.2 V 6.4
外 ' ' '  ' ' • .. ■■■■ '

乎 -均 65.8 8.7 22,2 18.3 9 7.1
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六

鬼

で
_

篆
贫
く
巧
:̂
4

を
脱
定
勞
働
隊
間
教
ラ
え 

で
あ
つ
■

”況
時
^

幾

ほ

僂

か

ヒ̂̂

に
上
つ
て
い
た
こ
と
、
> 

S

機
械
工
業
平
均
で
は
HH
和
五
年
九
時
間
三
七
分
，
.
.同
'-
/
\年
九
時
問
四
三
分
と
ま
戰
'化
を
反
映
し
て〔

若
干
め
延
長
' 

が
昆
ら
れ
て
い
る
が
、
全
工
業
平
均
ょ
り
稍
々
-短
く
、〈

精
密
を
耍
求
す
る
中
似
勞
働〕

、
.
こ
れ
を
ク

ラ
ス
.別
に
.見
^

ば
？

^

^
.間
^
內
±
同
.
'

じ
く
ニ 

*
1
4

七

汔

■

ず
、
た
だ
、
十
時
間
を
超
え
f

の

究

•
七

四

奪

奎

業

：S

ょ
り
か
な
り
少
か
.

■

る

。
⑶
所
®

吹
' 

• 

^

^珊
:̂
っ
^

冗
見
枚
5

-̂
划
全
立
業
免
均
推
1

嗔

和

薩
_

瓦
五
.

<

同̂

ぶ

.#
:で
':
2
£

一
見
：れ
ばf:

互

〇
分—

.

間
がg

¥
v

 
一-:

$
4
-

時
間
j

«

に
も
拘
ら
ず
休
憩一

時

間

择
.の
も
の
が
七
八
％
に
.上

つ

不

ね

こ

と

夕

的

機

械

エ

参

に

令

い

て

皮

れ

ば

フ

昭

和

五

，
 

^

四
'

1;

分

、
；
：
预

八

年

：で
.
四

五

分

''
^
全

エ

藥

平%
ょ

り

條

々

、
赛

喂

間

以

.
*

働̂

：が
少
ぃ
；
塞̂-
见

ゎ

れ

裏
 

ス

別F

 

% 

れ

ば

、

三

0

分

以

內

が

四

ニ
 

•
〇

五̂

で

第

一

位

であ

り

、3T
-

0
分

彳

一

時

間

の

.も

の

が

三

八

•

.四

繁
<で

第Vf

霉

あ

っ

、
て
、g
'o
'

分

以
^
が
四
西
九.:
"七
四
^
で
殆
ど
半
數
を
占
め
で
い
允
c
i
o
(3
)
月
所
定
休
日
、£
つ̂-
て
見
れ
ば
、
っ£
全
エ
業
平
均
で
は_
和
：五
年
で
ニ
， 

九
：日
、
：

F

八
年
で
.

1:1:

•
.
六
へ
日
ど
が
七
休
轧
グ
考 

ニ
四
^
で
こ
れ
に
次
い
で
お
ヴ
、

一
日
又
は
無
体
の
も
め

.さ
冬
.ー:-
:
-
'九
^

s

i;
'
日

、.
同

八

举2
1
 
•
六
&
と
¥
戰
化
を
农
映
し

〗

て
若
モ
短
鑛1̂
:て
お
り
、_
.こ
れ
を
休
日
；き
フ
：ス
別
杞
見
れ
ば

.ク
ニ
日
間
が
四
ニ：

. 

ノ

で

.第1.

侔
で
ば
ル
备
が
广
全̂

-
:

;
.
.
.
.

■-
-
-

 

'

.

.

.
 

- 

■ 

■ 

- 

V 

.. 

. 

...' 

. 

. 

.

.

.

.

■;
. 

. .
'■.
-
.
.
■'
.-- 

■
' 

: 

. 

.

- 

. 

.. 

• 

■■ 

.

や
は
が
第
ニ
位
に
過
寒
纪
い
こ
と
、
と

^
ラ
：狀
態
'

P

あ
.つ
た
。

■ 

.

.

. 

. 

- 

-
v
^
.
'

•こ
：れ
r

露
す
;̂

に
軟
前
に
枕
け

名

膂H

場

：輿

み
、
：：十
1
:睜
間
以
上"の
勞
鳅
と
深
夜
業
の«,
业
:-
^̂

.

'

.

.

.

.
 

,
.
•
.
'
• 

+ 

.
' 

.

.

.

. 

.

.

.
:
-
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

.

.

.

.

>.
. .'
-
. 

一
 

•»•
...
• 

.

^

の

制

度

及

び

甩

ニ

闾

以

上

の

椒

日

へ

が

規

定

ざ

胙

て

^

农
 

、
：
の
：
規

定

も

な

.

ぐ
'
长
だ
臨
戰
ま
の
觀
和
セ
四
年
_
場
就
業
時
酿
制'麗
^

へ
憩
、
休
0:
に
臂
い
.て
の
エ
瘍
法
適
甩̂
が
規
定
さ
れ̂

に
止
^
り
、
。
洚
^

階
.に
と
ど
ま
つ
て
お
り
、
：：資
本
前
期
的
な
過
長
發
働
制
を
法

.制
讲
^

維

持

し

で

い

た

の

で

，
あ

つ

.

た
。
こ
-^
が
戰
後
如
和
に
改
革̂
れ
'
«*
‘ 

赏
に
お
.い
そ
如
何
な
る
狀
態
と
特
徵
と
を
衆
す

.匆
至
：つ
爲
 

,y

 

, 

.

>'
.

' 

*

職
前
に
つ
い
て
の
资
料
は「

浓
京
市
勞
俲
統
澍
找
地
調
街」

，に
ょ
，つ
た
が
、
倘
々
の
統
計
の
表
示
は
炽
を
避
け
て
祈
略
す
る
。

、

し
戰
後
忆
扭
け
态
#
働
時
間
;,
!-
;
_
寒

^
^
^

.■'分
の
短
*
と
.故
：夕
：て̂

^
パ
：と
抝̂

戰
後
に
お
け
る

H

業
熒
俲祺
愦
の
硏
究
’ 

• 

一

一

一

九ハ
六
六
五

〕

V
.
.



—

三⑴氓
舒
雜
誌
皙
十
四
卷
第

.

H

趿
，
、
 

(

六
六
六)

分
丨
七
^
®
力

一

ご
六
•
九
^
で
こ
れ
に
次
ぎ
、
近
代
的
浓
準
で
あ
名
八
時
肪
を
超
ぇ
る
も
の
は
僅
に

 

一
'
•/L
%
里
こ
趄
ぎ
な
ハ
と

」

-
、
p) 

機

-:
«

^
,:
«
求
は
#
掏
湘
時
湖11

七
分
^

^

^
同̂
«
に

翁
--
1
:業
乎
_
ょ
^

^

親̂
:<
-:>
"こ
：れ
を
時
間
區
分
別p

^

%,d
f
、
、：
六
時
間
三
一
サ

 ̂

•九
^

强
r
 

巡
ぎ
ず•

戦
前
に
比
べ
て
ニ
時
掛
十
六
分
の
短
縮
と
な
つ
て
.お
り
、
同
じ
く
近
代
的
水
律
を
示
し
て
い
き
と
。
⑵
所
觉
休
紐
時
間
にa

 

こ
.

い
て
見
冬
きS

全
：

H

業

電

ホ

ほ

四

六

分

—

；®

間
^

の
：«
蕾

セ

は
<
時
.湖
.為

羞

も

め
.

タ
诗
間
以
上
と
な
っ
て
ぃ
る

〕

が

象

に

及

ん

セ

：黎

が'
し

意

勞

基

■

蒼

す

るN
.

五
：' 

.意

マ

の
.も
.め
：が
十
乓.
.三
涔
で
第
ニ
位
を
占$
 

g

機
械
■

平

均

で

燦
.七
^

で

:4
ー.丄
ハ
' ^
':
#
基
法
以
上
の
一
時
間

.1-

分
以
上
が一

•
八

竞

對

し

フ

勞

養

實

反

す

る

璧

分

以
.下
がj

ー

四
.*
'
五

舊

同

じ

ぐ
 

.
第
一
ー
.

位
を
占
め
て.雪

&
:と
0
(3
)
林
日
忆
.繁

^
は
、
；«)
全H

翁
平
均
で
：は
五.m

■«
し

丸

在

音

の

：
H

.I
祭
：が
ぁ
：っ
た

〕

：で
明
が
に
近
ヤ 

.
:的
^
.ガ
準
.に
達
^
て
，い
名
が
し
か
し
と':れ
を
日
數
區
分
別.に
見
れ
ば■五
.日
以
^
の
も
の
が(

日
皤
又
は
祭
日
出
»

?
^

 ̂

• 0
%

を

:
.
:
示
し
て
、い
：寫

と

、
ン

邋

械

、エ

嘗

も

ル

月

蛋

S

.
'均
と
麻
ぼ
同-
め
.狀
態
に
^
る
と
と
、
な
ど-で
.：あ
^
0 

. 

'

::

こ

れ

を

裳

す

老

、
'戰

後

番1
1

■

年
®
傷

來

勞

働

基

準̂
 

穴
降
間
以
上
に
西
去
分
、
ベ
-. 

時

環

ミ

ー

_

,

奮

翻

''
§
|
.
が

設

け

ら

れ

、

「

週

.
揭
 

に
奮
來
の#
期
的
過
_

働
き
は
少 

く
と
も
法
锦
的
杧̂
|
.掃
さ
: ^
:
プ
應
最
低
限
鹿
に
ほ
需
的
水
摩
の
.還

時

|1
.制
が
打
 ̂

ご
'ろ
：で
ぁ 

■'
.
名

。
：
し

か

し

.
な

が

ら

、
'
問

題

は

德

寶

施

*

態

農

.
時

麗

反

は

：健

_

墜

反

S

W

で

多

ぐ

、
.

1|

毒

十

.
一
月
；
.の

事

例

蕩

.'
‘
.
. 

.

.
鋤-• 

.
 

... 

• 

.. 

. 

V 

. 

..... 
... 

.

.

. 

- 

.-, 

• 

-

V (

所
宛
勞
働
痛
浓
は.：<
時
即
以
上
の
も.み
は
ー
ー
，
九
多
瓞
に
過
ぎ
な
い
な
と
と
對
比
せ
ょ

—

^
ま
把
体
^
違
反
も
藍
瞀
事
業
場
數

E
.

對
し
十
六
«

.

.

.

.

.

. 

• 

. 

.-• 

. 

• 

• 

. 

• 

• 

.. 

• 

•

:五
^

に
及
ん
；で

い

名
.こ
&

は
，

.£:
-

(0
«.

度
の
實
質
的
脆
.弱
性
を
.示 

の

蘭

傾

向

y
.
:
. 
一；|

_

1
が
：1

|
に
^

.
第
プ
£

、_
戰
後
勞
働
1

^

が
勞
基
^

^

前
贮
早
く
も
#

短
縮
し
梠
_

實
，(

も
ち
名
ル
そ
れ
は
.勞
饊
紙
合
の
耍
求
が
が
っ

^

と
.は
言
ぇ>
:は
、

^

-

 

-
■
.

.

.

■
:
-.
こ

.

■

 

■

 

•

 

■

■

.
 ■

厂
-

-

-
:
v 

:

: 

-

 

.

 

■

. 

.

-

.し
I

働

時

湖■

導

■

も

雇

な

つ

■

とを實證す
歡參必

J

i

i

l

の
I

の

み

詈
■ 

臟

い

：
-

と
©.
賭

點

：を
，注

意

ず

名

必

要

：が

あ

ろ

5;
:
。
：
杏

れ_ば

こ

，そ
夕̂

で
あ
り
、
；
今
ま
た
、.

「

政

令

敗

廢

に

伴

ぅ

：勞

働

法

§

.

の
'®
耍

為
.

一 ::

つ
.が

、.と
：
.

^

一
敗
未
確
立
、
そ
の
近
代
：？
水
準
化
の
後
退
の

.可
能
触
釔
窩
味
し
て
は
い
な
+
だ
ろ
ぅ
か。
：

：
.

…

' 

.

.
,*
- 

. 

、

- 

:
 

: 

- 

■ 

.

. 

.
•
• 

,
- 

. 

-

I'
. 

.
.

V
.

-

-

.

.

.

ム
,
.
'
.

間

結

び

.

'
 

.

' 

. 

.

.■

—

：
■ 

- .■
■
■
■
■

-
 

.

.

. 

-

■'
■-..
:
.
. 

- 

.

■•
.
.
, 

: 

:
.

■■
:

'

■.
'■.■.
'.

'  

:
.-.
.
.
'.
■'
.•;
.
. :■ 

''■
'-■'
 

■.-
 

' 

- 

-

.

.

.

.

.

.

 

■-
-.
.
.
.
■•
■-:
 

.

.

.
'■
.',
:
.■
.
.
-
.:
•
-
'
.
.
■.一
 

......

' 

.
 

■

.
:■.

.
,
我
> 
は

以

上

，
で

、

'
：戦

前£.

お
け
る
工
業
勞
働
の
半
封
建
的
蚀
格
が
、.
戰
後
に
^

い
て
如
.何
に
變
化
し
た
か
|

明
か
^

:
す
名
化
め
の
.
一
0 

:の
；資
料.と
1
;て
、
ぐ
主.と
レ
飞
東
京
地
方
め_
械
エ
藥
控
為
け
名
勞
働
請
事
猜
を
、
、
そ
れ
を
規
宽

1>
且
'つ
_

成
オ
答
^
^
^

力
機
械
エ
業
、ゝ

勞
働
ヵ
"
：勞
働
修
件
に
つ
い
て
"

夫
:̂

の
主
要
な
モ
ス
ン
ト
の
辦
々
#'
細
な
分
析
を
行
つ
^

の

で

象

が

、'
:
.そ
：
の
結
果
そ
'

-

、

'

.

.

'

•

*

:

:

• 

.

.

.

.

.

.

.
へ

-

.

.

'

.

-

.

'

-

:

-

.

.

• 

•
• 

:
« 

. 

* 

-

'

れ
ら
：.に
，つい：：

て
.；

I

先
.ず

戰

前：■>
:
,の
變
化
と
そ
.の
特
徴
を
析
出
す
る
こ
と
が
出
來
たoi::3:

和
し
な
亦
ち
へ
戰
後
P

H
:業

勞

働

の

性

格

を

決

定 

レ
1
或
は
®

す
る
た
め
め
要
因
は
現
祛
で
は
濟
し
く
複
雜
で」

ぁ
づ
*

、
：
：
例

ぇ

ば

ー

エ

業

勞

働

办

.の
3

の
.供

給

源

、で

雀

る

農

村

及

び

都

市 

k

落

小

商

土|

の
性
格
、
屢

£

け

裏

本

の
I

及
び
I

l

f

の
.顧灣國格

|

、ぐ|

そ
_

霞

湯

祭

：

職
後
£

け
る
工
業
勞
働
雄
惝
の
研
究 

，

. 

，

.

四 

一
::
ハ
カ
六S

ン



.三
⑴彤
倚
雜
誌
第
四
十
四
身

.

第
十一

號

‘ 

.
 

-

•

四lj 

c

六
六
5
 

ら
れ
る
勞
働
报
情
の
分
析
に
限
觉
し
拓
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
^

の
諸
分
析
の
結
见
を
總
括
.的

に

耍

約

し

、
て

j

應
.の
結
び
と
し
ヒ
い
？

.

(a
)

戰
後
東
京
機
械
エ
篥
勞
働
ヵ
の
特
徵
に
つ
い
て

.

戰

後

の.機

械

エ

業

勞

働

ヵ

權

成

の

§

は

フ
£

戰

前

に

お

い

.
て

僅

少

で

は

あ

つ

仁 

が
、
直
接
に
前
期
的
な
發
働
關
係
を
そ
の
ま
ま
^

象
し
て
存
在
し
て
い
た
無
敎
育
兒
宽
勞
働
ヵ
群
は
、
發
邀
法
をp

ひ
‘と
し
て
殆
ど
氣
金 

、
に

一
掃
さ
れ
た
.こ
と
、§

：

農
村
及
び
都
市
沒
落
小
市
尻
'と
つ
な
が
り
一
時
的
非
蹲
業
的
跟
純
勞
働
カ
と
し
て
、
謂
ゆ
る「

出
稼
型
1

を
'具 

象
し
て
い
た
朱
^

の

女

子

勞

働

ヵ

群

べ

第

二

勞

働

ヵ

群

)

は
、-
依
然
女
子
勞
働
•の
中
心
で
は
あ
^

が
、、
全
體
と
し
孓
の
比
重
は
約
十
三
'̂ 

で
戰
前
汰
り
消
干
の
減
少
を
示
し
、

(

戦
前
十
五
^)

ま
た
こ
の
暦
自
身
に
つ
い
て
見
て
も
戰
前
に
比
べ
て
敎
育
程
度
が
上
昇
しr.

高
小

卒
以
上
が
:4
*
:軸
と
な
り
、
し
か
も
最
も
注
7=
!

す
べ
き
こ
と
は
、
亡
の
層
の
減
少
は
女
子
勞
働
ヵ
金
體
の
減
少
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
：女
子
.

■
' 

'
 

■
 

■
 

■
 

'
 

■■
 

. 

• 

-
 

..

が
若
干
咐
加
し
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